
ネットワークコンフィグレータ WS02-CFSC1-J/EV3 Ver.3.33 リリースノート  
 

ネットワークコンフィグレータ（型 WS02-CFSF1-J/EV3） Ver.3.33 のバージョンアップ内容をご案内します。 

 

1. Ver.3.32 から Ver.3.33 へのアップデート内容 

ネットワークコンフィグレータ Ver.3.32 から Ver.3.33 のアップデート内容は以下のとおりです。 

Ver.3.32 以前のバージョンアップ内容についてはマニュアルをご参照ください。 

 

1.1. メンテナンスツールの機能拡張 

ネットワークコンフィグレータ Ver.3.33 で、メンテナンスツールの以下の機能の拡張を行いました。 

 

1.1.1. ステータス/異常履歴の常時表示 

   メンテナンスツールのメインウィンドウにステータス/異常履歴が常時表示されるようになりました。 

   形 NE1A-SCPU0□-EIP の場合は、EtherNet/IP 異常履歴も表示されます。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1.1.2. プログラムモニタのサポート 

メンテナンスツールのメインウィンドウにプログラムボタンが追加されました。接続先のデバイスのプログラ

ムを取得し、表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2. アップデート方法 

ネットワークコンフィグレータを Ver.3.33 へアップデートする方法を説明します。 

アップデートには、Ver.3.3□がインストールされていることが必要です。 

Ver.1□、Ver.2□は対象外です。 

 

2.1. アップデート手順 

1. アップデートモジュールの実行 

(NetworkConfigurator_for_DeviceNet_Safety_v3.33.0218_Update_Jp.exe) を実行します。 

下記のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 画面の案内に従い、インストールを行ってください。 

3. 下記の画面が表示されると、インストールは完了です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2.2. インストール確認方法 

 Windows XP の場合 

「コントロールパネル」 → 「プログラムの追加と削除」画面で、「Network Configurator for 

DeviceNet Safety v3」を探します。 

 

上記の「サポート情報」で「3.33.0218」と表示されていれば、正しくソフトウェアが更新されています。 

 

 Windows Vista の場合 

「コントロールパネル」 → 「プログラムと機能」画面で、「Network Configurator for DeviceNet 

Safety」を探します。「プログラムと機能」画面で「詳細ペイン」が表示されていない場合は、［整理］

［レイアウト］［詳細ペイン］の順に選択します。 

詳細ペインの製品バージョンに「V3.33.0218」と表示されていれば、正しくソフトウェアが更新されて

います。 

 

 Windows 7 の場合 

「コントロールパネル」 → 「プログラムと機能」画面で、「Network Configurator for DeviceNet 

Safety」を探します。Vista と同様、詳細ペインの製品バージョンに「V3.33.0218」と表示されていれば、

正しくソフトウェアが更新されています。 

 


